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第 5 章では，高温でのビッカース硬さ試験結果と亀裂長さおよび 2 章でのヤング率の測定結果と 3 章での破壊靭性
測定結果を用いた解析により，圧子押し込み破壊法で各種セラミックス材料の高温域の破壊靭性を精度良く評価する
式を導き出している。
第 6 章では，本論文で得られた主な結果をまとめて示している。
論文審査の結果の要旨
圧子押し込み破壊法は，脆性破壊を示すセラミックス材料において重要な材料設計指針となる破壊靭性を，小試料
で容易に計測することが可能な優れた測定法であるが，この方法を高温測定に適用しようとする試みはこれまでなか
った。本研究は，圧子押し込み破壊法を高温での破壊靭性測定に適用することを目的として展開された一連の研究を
まとめたものである。主な成果を要約すると以下のようになる。
(1)圧子押し込み破壊法での破壊靭性算出に必要な，弾性率の測定方法について，高温での値を精度よく測定する方
法を明らかにしている。また，弾性率測定の際に併せて計測される，材料の振動減衰特性と力学的特性との関係につ
いても明らかにしている。
(2)破壊靭性算出のための係数決定に必要な参照値を得るための測定方法として，高温での値を精度よく測定する方
法を明らかにしている。また，破壊に関連する特性として，破壊に対する亀裂長さや亀裂進展速度の影響について実
験および考察を行い，セラミックスの破壊と微細組織との関係について明らかにしている。
(3)圧子押し込み試験の精度向上に必要な試験条件を室温から高温において検討し，試料加工条件や試験負荷力条件
が測定値に与える影響を明らかにしている。
(4)高温での圧子押し込み試験を実施し， (1)-----(3)の結果に基づく解析を行い，新たな破壊靭性算出式を導いている。
また，この式が従来の室温を対象とした実験結果とも矛盾せず，かっ，高温での試験を可能とする新たな結果である
ことを明らかにしている。
以上のように本論文は，高温での破壊靭性測定に関する新たな知見と，それに関連する高温でのセラミックスの力
学的特性に関する多くの基礎的知見を得ており，セラミック材料開発に有用な高温破壊靭性測定方法を与えている。
これらの成果は，セラミツク材料工学のさらなる発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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